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～福島県内の交通事故の状況について～

令和元年度
福島県道路交通環境安全推進連絡会議



交通安全対策の概要
整備するデータ 交通安全施策 関係機関との連携・学識経験者の助言 対策事例（福島河国）

・死傷事故率100件/億台キロ以上
・かつ重大事故率10件/億台キロ以上(死亡事故率1件/億台キロ以上)

A基準【全国基準】

・死傷事故率200件/億台キロ以上
・現道移管箇所を除き対策効果の期待できる箇所

B基準【福島河国＝郡山国道＝磐城国道(福島県条件)】

■事故危険箇所

社会資本整備重点計画法

・死傷事故率100件/億台キロ以上
・重大事故（死亡1件以上）の発生した区間
・地域要望 …等

代表的な区間＝公表区間

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律

・事故が多発する区間
・重大事故の発生した区間
・交通弱者の安全性を確保すべき区間
・利用者から指摘のある区間

■事故ゼロプラン【福島県全体】 ＝ 事故危険区間

・公安委員会や自治体等と連携するとともに、
学識経験者からなるアドバイザーに諮りなが
ら交通安全施策を実施

■道路交通環境安全推進連絡会議

A基準

・国道4号伊達市
鍛治屋川～坂ノ上

B基準

・国道13号
飯坂町平野交差点 …等

■通学路安全推進連絡会議
・教育委員会や公安委員会、自治体等
と連携しながら継続的に取組みを推進

・道の駅 国見 あつかしの郷
・道の駅 安達 智恵子の里
・道の駅 伊達の郷 りょうぜん

地域要望
・ヒヤリハット体験
アンケート調査

・道の相談室
・地元要望 …等

各種合同点検データ
・通学路の状況
・危険の内容
・死亡事故
・事故ゼロプラン …等

死傷事故データ
・死亡事故
・重傷事故
・軽傷事故

【構成委員】
・福島県警察本部交通部

交通規制課長
・福島県土木部 道路計画課長
・福島県土木部 道路整備課長
・福島県土木部 まちづくり推進課長
・福島県生活環境部 生活交通課長
・福島河川国道事務所長
・郡山国道事務所長
・磐城国道事務所長

ETC2.0データ
民間プローブデータ
・DRMリンク単位旅行速度
・位置情報(緯度、経度)
・減速度
・速度 …等

・推進体制の構築
・定期的な合同点検の実施方針
・効果把握等による対策の改善・充実

■通学路交通安全プログラム【市町村ごとに策定】

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律

・暮らしの道の安全の推進に向け、緊急性の高いエリアを抽出し、通過交通
対策や速度抑制対策などの交通安全対策を推進

■生活道路の交通安全対策

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律

・都市間一般道路における簡易パーキングエリア
・休憩、情報発信、地域連携

■道の駅

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律

■道路を賢く使う取組
・道路交通等の問題に疑問(気づき)をもってPDCAを展開

（H30対策実施箇所）
・国道4号塩田交差点
・国道4号（仮）郡山北警察署本宮
分庁舎南交差点

・国道4号伊達市鍛治屋川～坂ノ上
・国道4号（仮）福島北警察署桑折
分庁舎前交差点

・国道13号飯坂町平野交差点
・国道13号飯坂町久根際交差点
・国道13号西道路大森街道端交差点
（R1対策実施箇所）
・国道4号荒井交差点
・国道4号本宮IC入口交差点
・国道4号伊達交差点 …等

■生活道路対策エリアの
ワークショップ（エリア毎）

・自治体、地元代表、学校関係者等が
連携しながら取組を推進

・福島市笹谷地区（H28登録）
・二本松市郭内地区（H29登録）
・福島市内10箇所（H30登録）
※国は事故データ分析・対策検討で自治体に協力

(現在検討中)

・福島市(10校/年) 5ヶ年計画
・二本松市(1回/2年)

・国道4号鳥谷野交差点
・国道13号平和通り 2

・自転車活用推進計画に基づき自治体等で策定する、自転車の通行環境の整備等、
自転車の活用に向けた施策を総合的、計画的に推進

■自転車ネットワーク計画

自転車活用推進法

■自転車利用環境整備に向けた
調整会議

・自治体、地元代表、学校関係者等が
連携しながら取組を推進

・令和元年5月滋賀県大津市において発生した集団で歩道を通行中の園児らが死傷する
交通事故を受け、未就学児が日常的に集団で移動する経路の緊急安全点検を実施。

■未就学児が日常的に集団で移動する経路の等の交通安全の確保について

・自治体、学校関係者等が連携しながら点検
を実施

・国は可能な範囲で点検に参加
・要望があった箇所は可能な範囲で対
策を実施予定。

■未就学児が日常的に集団で移動
する経路等の緊急安全点検
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●死傷事故件数は、近年全国的に減少傾向
●福島県の死傷事故件数は全国28位、交通事故死者数は全国17位と全国中位に位置する。
●その一方で、東北6県では事故件数が3位、死者数が1位と上位に位置する。

管内の交通事故発生状況について （福島県内）平成30年 交通事故発生状況について（福島県内）

資料：各県警察HP

▼東北6県別のH28～H30死傷事故件数の推移

▼東北6県別のH28～H30交通事故死者数の推移

3
資料：警察庁HP（全国）、各県警察HP（東北、福島県）

▼死傷事故件数・死者数の推移

福島県（4,592件）
東北3位（全国28位）

福島県（75人）
東北1位(全国17位)

資料：各県警察HP
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●福島県全体に占める直轄国道の道路延長割合（1.0%）は小さいものの、事故の発生件数の割合が高い
●福島県内の県道以上の死傷事故率は東北3位であり、東北6県の平均程度となっている

管内の交通事故発生状況について （福島県内）

▼H29福島県内の道路種別事故発生状況

※ 直轄国道：国が管理する国道
補助国道：県が管理する国道

約6割の事故が
国道・県道で発生

資料：福島県警察本部交通部 平成30年度版交通白書（※最新の交通白書（平成30年度版）は平成29年分まで）
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※福島県は道路延長が長いこと、
交通量が多いことから、死傷事故
件数・死者数は東北でも上位とな
るが、死傷事故率では東北の平
均程度となっている。
※直轄国道のみの場合でも同様
の傾向が見られた。

約2割の事故が
直轄国道で発生

▼直轄国道・補助国道・県道のH29死傷事故率と道路延長

※直轄国道：国が管理する国道
補助国道：県が管理する国道

≒

資料：交通事故・道路統合データベース（※最新データは平成29年分まで）

平成30年 交通事故発生状況について（福島県内）

(東北中央自動車道及び相馬福島道路の
開通済み区間は、福島河川国道事務所
東北中央道維持出張所により管理されて
いるため、直轄国道として集計)

高速道路

直轄国道※

補助国道

県道

市町村道
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平成30年 交通事故発生状況について（福島県内直轄国道）
●直轄国道の死傷事故件数は、減少傾向
●延長kmあたりの死傷事故件数を見ると、補助国道、県道に対して直轄国道は割合が高い。
（H29年延長kmあたりの事故件数 直轄国道：2.41件/km 補助国道：0.35件/km 県道：0.32件/km）

▼福島県内道路種別延長kmあたりの死傷事故件数の推移
資料：H20年～H29年 交通事故・道路統合データベース（※最新データは平成29年分まで）

▼福島県内道路種別死傷事故件数の推移 ▼道路延長推移
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凡 例

直轄国道
補助国道
県道

※ 直轄国道：国が管理する国道 補助国道：県が管理する国道

道路種別 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
直轄国道 ※ 490.0 492.5 492.7 492.7 492.8 492.7 492.7 492.7 494.1 507.9 
補助国道 1498.4 1498.0 1500.7 1506.1 1506.5 1487.9 1489.4 1506.0 1508.4 1515.4 

県道 4103.3 4104.5 4112.1 4112.0 4121.9 4121.5 4117.2 4190.6 4183.4 4195.0 

資料：福島県 福島県統計年鑑 「道路の状況」の各道路実延長

▼路線位置図

（km）

資料：【事故】H20年～H29年 交通事故・道路統合データベース（※最新データは平成29年分まで）
【道路延長】福島県統計年鑑「道路の状況」の各道路実延長

注）延長kmあたりの死傷事故件数は、死傷事故件数÷道路延長で算出

(東北中央自動車道及び相馬福島道路の開通済み区間は、福島河川国道事務所東北中央道維持出張所により管理されているため、
直轄国道として集計)



～事故ゼロプランの現況について～

資料－2

令和元年度
福島県道路交通環境安全推進連絡会議

1



• 厳しい財政状況の中で、必要な道路整備を進めていくためには、限られた予算を効率的・効果的に執行し、
成果を上げていくことが重要

• このため、データ等に基づく「成果を上げるマネジメント」を導入しており、交通安全分野においては平成22年度
より『事故ゼロプラン（事故危険区間解消作戦）』を展開

• 事故データや地方公共団体・地域住民からの指摘等に基づき交通事故の危険性が高い区間（事故危険区
間）を選定し、特に交通安全対策の必要性が高い区間を代表的な区間として公表

• 地域住民への注意喚起や事故要因に即した対策を重点的・集中的に行うことで交通事故対策を推進
• 対策完了後はその効果を計測、評価し、マネジメントサイクルにより逐次改善を図る

『事故ゼロプラン』について

▼事故ゼロプランのＰＤＣＡのマネジメントサイクルのイメージ

2



『事故ゼロプラン』における事故危険区間の抽出
地域の実情を踏まえて、死傷事故率、重大事故の発生状況等の事故データに基づき事故危険区間を抽出

死傷事故率100件/億台キロ以上を一つの目安として、平成22年度に事故危険区間を抽出（福島県内で466区間）
▲全国の国道・都道府県道の死傷事故発生のイメージ（国土交通省道路局HPより）

福島県道路交通環境安全推進連絡会議に諮った上で
事故危険区間として適宜追加

3

・死傷事故率 100件/億台km以上
・重大事故の発生した区間
・地域要望 等

事故の起きている場所において

条件に合致した区間を選定



事故危険区間 代表的な区間の対策実施区間の紹介

路線
番号 H30対策実施区間名称

13 福島市飯坂町平野（飯坂町平野交差点）

49 郡山市喜久田町（喜久田駅入口交差点）

6 いわき市四倉町（四倉町五丁目交差点）

●事故危険区間の代表区間のうち
整備効果の検証を行った区間

路線
番号 整備効果検証 代表箇所名称

13 福島市御山（壁谷沢交差点）

49 郡山市桑野（開成山交差点～桑野三丁目交差点）

6 いわき市四倉町（細谷前交差点）

対策実施

整備効果検証

【 位 置 図 】

●事故危険区間の代表区間のうち
平成30年に対策を実施した区間

4



事故危険区間 代表的な区間の対策実施区間の紹介 【福島河川国道】

至 福島駅

至 米沢

至 福島駅

整備前 整備後

直進指導線
のカラー化

至 福島駅 至 福島駅

至 飯坂温泉

• 当該交差点で車線数が減少するた
め、進行方向がわかりにくく、急な車
線変更等の錯綜が発生。

• 前後区間が長い直線のため、速度が
出やすく急減速・停止の対応が困難。

• 従道路が斜めに接続する大規模交
差点のため、交差点内の走行位置
がわかりにくく、対向車との接触が起
きやすい。

• カラードットラインと案内標識により、
走行方向がわかりやすくなり、急な車
線変更等の錯綜が減少。

• 注意喚起等の路面標示により、ドラ
イバーの注意意識が向上。

• 従道路側の直進指導線のカラー化
により、走行位置が安定。

至 米沢

至 米沢

至 福島駅

至 飯坂温泉

●一般国道13号 飯坂町平野交差点【平成30年度対策実施】

至 福島駅

至 飯坂温泉 至 米沢至 米沢

注意喚起
路面標示
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【 位 置 図 】

カラードットライン

至 福島駅

至 米沢

至 福島駅

至 米沢

国道13号 飯坂町平野交差点

案内標識
の設置



事故危険区間 代表的な区間の対策実施区間の紹介 【郡山国道】

【 位 置 図 】 国道49号 喜久田駅入口交差点

整備前

• 上下線共に右折レーンがなく、右折待ち車両による後続車への通行阻害が発生。

至 いわき

至 会津若松

至 いわき

整備後

• 上下線への右折レーン設置により、右折待ち車両による後続車への通行阻害が
解消。

至 いわき

右折レーン
の設置

至 いわき

右折レーン
の設置

6

至 会津若松

至 いわき

至 会津若松

至 会津若松

至 会津若松

●一般国道49号 喜久田駅入口交差点【平成30年度対策実施】



【 位 置 図 】

事故危険区間 代表的な区間の対策実施区間の紹介 【磐城国道】

7

国道6号 四倉町五丁目交差点

整備前

• 見通しが良いため、スピードを出しやすい。
• 右折の停止指導線がないため、頭出しや停止線手前で停止する右折待ち車両

が存在し、事故を招きやすい。

至 仙台

至 北茨城

整備後

• 減速路面表示、注意喚起路面表示の設置により、交差点に進入する車両が
減速

• 右折の停止指導線を設置することで、右折時の停止位置のばらつきが減少

注意喚起路面表示 停止指導線

至 北茨城

至 北茨城

至 北茨城至 北茨城

至 仙台

至 仙台至 仙台

至 仙台

●一般国道６号 四倉町五丁目交差点【平成30年度対策実施】



事故状況の分析

至
福
島
駅

至
米
沢

流入部の追突事故流入部の追突事故交差点内の右折時事故交差点内の右折時事故
流入部の追突事故流入部の追突事故

平成25～28年の4年間で17件（年平均4.3件）の
死傷事故が発生
交差点流入部における追突事故が9件、次いで交差
点内の右折時事故が3件

交差点流入部の追突事故および
交差点内右折時事故の

削減を目的とした対策を検討

効果検証
【事業の効果】 ①対策後は死傷事故未発生 ②一般ドライバーも安全性の向上を実感

今後の展開
事故データによる効果評価を行い、効果が発現していない場合は、事故削減に向けた改善に努める。
効果が認められた対策は、同様の事故パターンが発生している他事故危険区間でも実施。

整備前

対策実施区間の整備効果について 【福島河川国道】

一般国道13号 壁谷沢交差点の事故対策（H29.9施工）
か べ や さ わ

①整備後約2年間死傷事故未発生
位置図

一般国道13号 壁谷沢交差点

整備後
至 米沢

至 福島駅 至 福島駅

至 米沢
整備後

右折指導線

至
福
島
駅

至
米
沢

対策内容

注意喚起路面標示
(追突注意)

注意喚起路面標示
(追突注意)

減速路面標示
(ドットライン)

減速路面標示
(ドットライン) 右折指導線

「追突注意の路面標示」 による注意喚起
「ドットライン」設置により車線を視覚的に狭く見せることで
速度抑制

「右折指導線」設置により右折車の通過・停止位置の適
正化

【追突事故対策】 【右折時事故対策】

減速路面標示
（ドットライン）

注意喚起路面標示
（追突注意）

②右折指導線の設置によって右折車両の走行位置が安定傾向

③注意喚起対策によって「交通事故への注意力がアップした」と道路利用者の9割が実感

2.5 

0.8 
1.0 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

対策前

［H25～H28］

対策後

［H29.10～R1.8］

追突
右折時
その他の事故

（
件
/
年
）

0.3 

4.0 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

対策前

［H25～H28］

対策後

［H29.10～R1.8］

死亡事故
重傷事故
軽傷事故

（
件
/
年
）

※H25～H28：交通事故統合データベース、H29～R1：福島県警察事故原票データ

▼事故類型別事故件数の変化

4.3件/年

0.0件/年

事故
未発生！

▼被害程度別事故件数の変化

4.3件/年

0.0件/年

重大事故
未発生！

右折指導線によって、右折待ち時の停止位置が分かりやすくなり、通過位置も安定することで右折時の安全性が向上

※ビデオ観測による交通挙動調査結果より

※H30.2実施のWEBアンケート調査結果より

23.7%

18.6%

28.8%

40.7%

33.1%

39.8%

27.1%

35.6%

26.3%

4.2%

9.3%

2.5%

4.2%

3.4%

2.5%

路面標示

（追突注意）

減速路面標示

（ドットライン）

右折指導線

▼実施対策の有効性に関する評価

5～7割のドライバーが有効性を実感

とても有効である やや有効である どちらとも言えない
やや有効ではない 有効ではない

•路面標示は、具体的に危険性が表記されているため効
果的な対策です。
•トンネル通過直後の速度を上げたくなるところであるため、
この区間の危険予告や速度抑制は有効です。
•視線に近い位置でドットラインが流れると、スピードが速い
ように感じて減速行動をとるようになります。
•右折時の停止位置が明確になって安心感があります。
•右折指導線は、高齢者にとって必要な誘導線であると思
います。

▼有効性に関するドライバーの実感

整備前

交差点中心寄りに
大回りする車両が存在

交差点中心寄りに
大回りする車両が存在

ショートカットする
車両が存在

ショートカットする
車両が存在

バラつきが
大きい

バラつきが
大きい

至
福
島
駅

至
米
沢

整備後
バラつきが
減少傾向
バラつきが
減少傾向

右折指導線右折指導線

至
福
島
駅

至
米
沢

8

至 福島駅

至 米沢



対策実施区間の整備効果について 【郡山国道】

一般国道49号 開成山交差点～桑野三丁目の事故対策（H29.11施工）
か い せ い ざ ん く わ の

至
会
津
若
松

【事業のねらい】 速度超過による追突事故の削減
【 事業の効果 】 追突事故件数が減少

位置図

国道49号開成山交差点

郡山市

至 いわき

至 会津若松

国道49号桑野三丁目交差点

至
い
わ
き

至
会
津
若
松

流入部の追突事故流入部の追突事故 開成山交差点

流入・流出部の追突事故流入・流出部の追突事故

流入・流出部の追突事故 桑野三丁目
交差点

A

A'

B

B'

A

A'

B

B'

法定外看板(追突注意)法定外看板(追突注意)
減速路面標示(ドットライン)減速路面標示(ドットライン)

法定外看板(追突注意)法定外看板(追突注意)

減速路面標示(ドットライン)減速路面標示(ドットライン)法定外看板(追突注意)法定外看板(追突注意)

法定外看板(追突注意)法定外看板(追突注意)

A

A'

B

B'

A

A'

B

B'

至
い
わ
き

事故状況の分析

今後の展開
死傷事故データ等の蓄積を図り、効果検証を継続する。

対策内容

9

10.2 

2.2 

0.6 

0.5 

4.4 

1.1 

0.2 1.8 

2.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

対策前

［H24.1～H28.12］

対策後

［H29.12～R1.9］

追突

人対車両

出会頭

正面衝突

その他

効果検証
①事故件数の減少

集計範囲：71.240～72.400kp
資料：イタルダ交通事故データ（H24-28）

県警事故原票データ（H29～R1.9）

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年

）

②急減速の発生割合の減少

※Webアンケート（H30.11実施）

▼事故件数の変化
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※初回ブレーキのみ集計
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※初回ブレーキのみ集計

③利用者が安全性を実感

整備後

整備前

・走っていてスピードを感じ、速度を落とすように
なりました。
・追突が多い箇所なのかと、普段より余計気を
付けて走ろうという気持ちになりました。

ドライバーの実感

ETC2.0データ：
前後加速度-0.3G以下、対策期間 整備前：H29.4-6 整備後：H30.4-6)

※同一区間内で同一車両が複数回ブレーキを踏んでいる場合は、初回のみ集計対象

至 会津若松

至 いわき至 会津若松

至 いわき

開成山交差点

対策後、死傷事故が半減。
特に追突事故が大幅に減少。

開成山交差点手前の下り線では、事故につながる急ブレーキが減少。

全体の約4割が対策の安全性向上の効果を実感。
具体的には各ドライバーの注意意識の強化、わかりやすい表示によって実感。

17.2件/年

6.0件/年

開成山交差点付近で
急ブレーキが減少

開成山交差点付近で
急ブレーキが減少

4割以上の
ドライバーが
対策の効果を

実感

4割以上の
ドライバーが
対策の効果を

実感

不満 6%
やや不満 8%

どちらとも
言えない 41%

やや満足
27%

満足
18%

n=271

65％減少



0

2,000

4,000

6,000

8,000

対策前（H29.8） 対策後（H30.12）

第一車線 第二車線

0%

10%

20%

30%

40%

50%

対策前（H29.8） 対策後（H30.12）

0%

10%

20%

30%

対策前（H29.8） 対策後（H30.12）

0

1

2

3

4

H26 H27 H28 H29 H30 H31.1

～R1.9

追突 右折時 進路変更時

①事故件数の変化

・細谷前交差点については、これまでも右折時の事故が発生しており、とても危険だった。
・右折レーン設置により、右折車両が後続の直進車両の進行阻害をすることがなくなり、追突の危険性が減った。

【 事業の効果 】 追突事故件数が減少

対策実施区間の整備効果について 【磐城国道】
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一般国道6号 細谷前交差点の事故対策（H30.11施工）
ほ そ や ま え

○ 対策後、右折時事故は未発生。

福島県

当該箇所

至 仙台

至 北茨城

細谷前交差点

○ 右折レーン設置により、
右折待ち車両の後続車がブレーキを踏む
機会が減少し、追突危険性が大幅に低下！

■追突に繋がる減速状況（国道６号・下り）
▼右折待ち車両発生時の後続車両ブレーキ発生率

▼直進車両の利用車線状況 (12h)

▼後続車の右折待ち車両回避挙動状況

■接触事故に繋がる
車線変更の状況（国道６号・下り）

■車線の利用分担状況（国道６号・下り）

※回避挙動：「車両変更」及び「避けて走行」した車両を対象

出典：H31.2周辺企業ヒアリング調査

※平日12hの調査

○ 右折レーン設置により、
右折待ち車両を回避する挙動が減少し、
進路変更時の事故危険性が大幅に低下！

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年

）

対策前
下り ①右折待ち車両に起因する追突事故

②右折待ち車両回避のための
車線変更等による事故

右折車両 直進車両

③右折車両と対向直進車両の事故
上り

至
仙
台

至
北
茨
城

現況データの分析

取り組み
対策後 右折レーン

至
仙
台

至
北
茨
城

右折待ち車両を
避ける車両

右折待ち車両

対策前：国道6号 下り方向

右折待ち車両が右折ﾚｰﾝ内で滞留
後続車両への影響なし

対策後：国道6号 下り方向

位置図
効果検証

周辺企業の声

今後の課題
死傷事故データ等の蓄積を図り、引き続き効果確認のための経過観察を行う。

集計範囲：210.94kp～211.14kp
資料 ：イタルダデータ（H26-H29）

福島県警察事故原票データ

②減速挙動の発生割合の変化

右折レーン設置により後続車が
ブレーキを踏む挙動なし

右折レーン設置により後続車が
ブレーキを踏む挙動なし

右折レーン設置により後続車が
ブレーキを踏む挙動なし

③車線変更の発生割合の変化 ④車線毎の交通量の変化

右折レーン設置により後続車の
右折待ち車両回避挙動の発生なし

右折レーン設置により後続車の
右折待ち車両回避挙動の発生なし

右折レーン設置により後続車の
右折待ち車両回避挙動の発生なし

第2車線の走行性が改善したことにより、
分担割合が平準化

第2車線の走行性が改善したことにより、
分担割合が平準化

第2車線の走行性が改善したことにより、
分担割合が平準化

台/12h

対

策

期

間

対策前
1.75件/年 対策後

1.33件/年

（件）

20%

0%

44%

0%

6,296

2,510

5,165
3,876

○ 車線の利用分担状況も適正化！



■現在のPDCAサイクルの現状と問題点
●事故ゼロプラン初期（初年度：平成22年度）に対策を実施した箇所について
、対策後4年の事故データが蓄積・公表され、平成28年度より評価が可能に。

●PDCAサイクルのうち、着実にPlan（計画）からDo（実施）を進めつつ、
Check（評価）からAction（反映）の段階まで進行。

しかし、今後に向けて、
■対策完了区間、経過観察（継続モニタリング）区間、追加対策検討区間の
区別を明確化し、対策完了等の公表が求められる

■PDCAサイクルの課題

① 対策完了・経過観察・追加対策検討区間について、判断基準
の明確化が必要

② 対策完了と判断した区間のフォローアップが必要

現在の福島県におけるPDCAサイクル上の問題・課題
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福島県内の直轄国道（国道4号・6号・13号・49号）

＜事故危険区間リストの抽出＞[平成22年度時点]
死傷事故率100件/億台キロ以上かつ次のいずれかの条件に該当する箇所を抽出。
①利用者から指摘のある区間 ②事故が多発する区間 ③重大事故の発生した区間
④地域の事故特性から安全性を確保すべきと判断した区間
⑤死亡事故率が高い区間

⇒466区間を抽出（福島142区間、郡山184区間、磐城140区間）

＜区間の更新＞ [毎年実施]
事故ゼロプラン2年目（平成23年度）以降においては、最新事故データや地域ニーズを踏まえ、事業の
必要性が高い区間を適宜追加区間として選定。移管区間は除外。
⇒R1.11時点区間：289区間（福島109区間、郡山122区間、磐城58区間）

うち、代表的な区間：96区間（福島43区間、郡山29区間、磐城24区間）
※今年度に代表区間を3区間追加 ※対策完了含む

＜事故危険区間（代表的な区間）の抽出＞ [平成22年度時点]
上記のうち、選定条件の上位に該当するなど、緊急かつ集中的な対策に取り組む必要のある区間を代表
的な区間として抽出。
⇒62区間を抽出（福島18区間、郡山23区間、磐城21区間）

事故危険区間の選定プロセス
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対策実施状況は？

経過観察

対策済
未対策

（対策検討中）

事業中

対策完了扱い 対策検討中

NoYesNoYes

Yes

対策完了

No

Yes

追加対策検討

No

対策の実施状況や対策実施後の事故発生状況により、対策完了・経過観察・追加対策検討区間を判定する。

対策完了・経過観察・追加対策検討区間の判断基準の考え方

事故危険区間

対策後4年経過
最新4年間の死傷事故率

100件/億台キロ未満
かつ重大事故未発生

対策後4年間の死傷事故率
100件/億台キロ未満
かつ重大事故未発生

後半2年間の死傷事故率
100件/億台キロ未満
かつ重大事故未発生
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「対策完了」状態を継続

対策完了区間（対策完了扱いを含む）

追加対策の必要性
が認められる

Yes No

次年度以降

新たな問題が認められる
（死傷事故率上昇、利用者指摘など）

NoYes

追加対策検討

・「対策完了」とした後も最新の事故データによるモニタリングを継続実施。
⇒事故が多発するなど、対策の必要性が認められる場合は追加対策検討箇所と位置づける。

・事故危険区間以外の区間についても、同様にモニタリングを行い、対策の必要性が認められる場合
は適宜追加区間として選定する。

対策完了後のフォローアップ

死傷事故率が上昇した要因
（道路交通環境、沿道状況の変化など）

や利用者からの指摘内容を確認
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◆事故危険区間（全体）対策状況別の内訳について

〇 対策検討中の区間については、対策検討中の継続を基本とするが、対策着手前に最新４年間の死傷事故率が100件/億台km未満
の場合は、対策不要と判断し事故ゼロプラン上からの 対策完了 とし、上記グラフ内では（完了済）に区分している。

〇 対策後４年間の死傷事故率が100件/億台km未満の場合は、 目標達成 とし、事故ゼロプランの 対策完了 とする。

県全体 郡 山

福 島 磐 城

『事故ゼロプラン』の取り組み 事故危険区間数の推移

対策完了を除くと235区間

466

501

342

289

289

184

208

124

122

119

140

145

96

58

54

142

148

122

109

116

対策完了を除くと99区間

対策完了を除くと95区間 対策完了を除くと
41区間

(完了済)

(完了済)

(移管)

(移管)

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加

(完了済) (移管)

(完了済)

(完了済)

(完了済)

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加
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『事故ゼロプラン』の取り組み 代表的な区間数の推移
◆代表的な区間の対策状況別の内訳について

県全体 郡 山

福 島 磐 城

対策完了を除くと89区間

62

115

105

96

100

23

39

32

29

32

21

32

26

24

22

18

44

47

43

46

対策完了を除くと28区間

対策完了を除くと43区間 対策完了を除くと18区間

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

(完了済) (移管)

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加

(完了済)

(完了済)

(移管)

(移管)

(移管)(完了済)

対策完了 対策済み（経過観察） 事業中 対策検討中 新規追加
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〇 対策検討中の区間については、対策検討中の継続を基本とするが、対策着手前に最新４年間の死傷事故率が100件/億台km未満
の場合は、対策不要と判断し事故ゼロプラン上からの 対策完了 とし、上記グラフ内では（完了済）に区分している。

〇 対策後４年間の死傷事故率が100件/億台km未満の場合は、 目標達成 とし、事故ゼロプランの 対策完了 とする。



1

資料－3

～代表的な区間の追加区間について～

令和元年度
福島県道路交通環境安全推進連絡会議



「事故危険区間」の代表的な区間の選定の考え方（案）について

No. 路線番号 代表的な（公表）区間への追加区間名称
① 4 福島市鎌田（北幹線東入口交差点）
② 4 白河市薄葉～女石（女石地区）
③ 49 いわき市好間町北好間向町田（向町田交差点）

追加区間

【 位 置 図 】

2

代表的な区間の追加区間について
●死傷事故データの更新を踏まえて事故危険区間の代表区間に新規3区間を追加
（国道4号：2区間、国道49号：1区間）



新規追加区間について① 福島市御山（（仮）中川原交差点）

当該箇所

福島県

●死傷事故率は586.96件/億
台キロと非常に高い。

●交差点流入部における停車車
両への追突事故が多発しており、
前方不注意による事故が多い。

●交差点内では自転車が関連す
る右左折事故も発生している。

●事故ゼロプラン発足以前(平成
22年度)及び平成27年度にも
対策を実施しているが、依然と
して事故が多いため、改めて公
表区間に追加するもの。

▼事故対策（案）

▼事故類型別発生件数

資料：イタルダデータ（H26～H29）

▼事故対策フロー
事故対策

【類型】 【要因】 【対策方針】 【対策案】

▼現況の事故発生位置

至
郡
山

至
仙
台

事故状況

至
郡
山

至
仙
台

（全26件）

▼交通事故発生状況（H26-H30）

新規追加区間について① 国道4号 福島市鎌田（北幹線東入口交差点）

交差点流入部の状況

凡 例

H26

H27

H28

H29

H30

②注意喚起路面標
示(追突注意)

③すべり止めカラー
舗装

④注意喚起看板
【対策済】

交差点進入時に前方
不注意となり、横断歩
道を横断している自転
車が錯綜

自転車の走行位
置の明確化

右折車両の走行
位置の明確化

⑥右折レーンのカラ
ー化

3

追突
19件
73%

右折時
3件
12%

左折時
4件
15% ⑤自転車走行位置

の明示（矢羽根）

追突
事故

走行車両の
速度抑制

①減速路面標示
【対策済】

見通しの良い直線区
間であり、速度超過に
なりやすい

信号交差点が連続し
ている区間であり、前
方の急減速・停車車
両に気づかず、後続車
が追突する

ドライバーへの
注意喚起

自転車
関連事故

沿線に商業施設等が
はりついているため、交
差点を横断する自転
車利用者が多い

選定要件：事故率100件/億台キロ



4

新規追加区間について① 福島市御山（（仮）中川原交差点）新規追加区間について② 国道4号 白河市薄葉～女石（女石地区）

●死傷事故率は138.9件/億台キロと
高い。

●混雑による速度低下や右折滞留車
両が直進車線にはみ出すことが要因
となり、交差点流入部での追突事故
が多発。

▼事故対策（案）

▼事故対策フロー

事故対策

【類型】 【要因】 【対策方針】 【対策案】

▼現況の事故発生位置

事故状況

▼事故類型別発生件数

資料：イタルダデータ（H28～H29）
警察原票データ（H30）

（全12件：白河拡幅事業完了［H27.12］後）

追突
事故

容量拡大による混雑緩和、
急挙動の低減 付加車線整備

路面表示
法定外看板

混雑による速度低下

右折滞留車両が直進
車線にはみ出す ドライバーへの注意喚起

当該箇所

福島県

当該区間の状況

至
東
京

至
青
森

至
宇
都
宮

至
仙
台

▼交通事故発生状況（H28-H30）

上り

下り

女石交差点の下り流入部で
追突事故が多発

薄葉交差点

女石交差点

薄葉交差点

女石交差点
至
宇
都
宮

付加車線整備

人対車両 1件 9%

追突 9件
75%

出会頭 1件 8%

右折時 1件 8%

至
仙
台

選定要件：事故率100件/億台キロ



福島県

新規追加区間について③ 国道49号 いわき市好間町北好間向町田【向町田交差点】

下り線流入部
最大滞留長：350m

上り線流入部
最大滞留長：160m

左折車による直進
車阻害が発生

追突事故 左折レーンの新設

当該箇所

●向町田交差点は、死傷事故率
251.8 件／億台キロであり、交通
事故が多発している交差点。
●交差点流入部にて追突事故、交差
点内にて右折時事故が発生。

資料：イタルダデータ（H26～H29）

▼事故対策フロー
【類型】 【要因】 【対策方針】 【対策案】

▼現況の事故発生位置

右折時事故
右折車の走行位置
が不明確なため、
短絡走行を誘発

右折車の停止位置
・走行位置の明確
化

右折導流線の設置

左折車と直進車の
分離

▼事故類型別発生件数

▼事故発生状況（H26-H29）

【現況横断図】 【計画横断図】

▼事故対策（案）

混雑が発生し、交差点付近において
追突事故の危険性が高い。

右折車による直進
車阻害が発生 右折レーンの延伸右折車による直進

車阻害の解消

○上下線各方向の流入部において、追突事故に結びつく急減速が多発している。

5

追突 4件
57%

右折時
2件
29%

出会頭 1件
14%

事故対策事故状況

交差点流入部において追突事故が発生

交差点内において右折時事故が発生

至
い
わ
き

至
会
津
若
松

至
い
わ
き

至
会
津
若
松

至
い
わ
き

至
会
津
若
松

選定要件：事故率100件/億台キロ



対策後
4年未満

通し
No.

事務所
No.

H24-
H27

H25-
H28

H26-
H29

H27 H28 H29 H28 H29
H25-
H28

H26-
H29

H30までに
対策完了

R1新規
対策完了

追加対策
要検討

経過観察
経過観察
※H26以降
対策完了

対策検討中
対策
検討中

H30までに
対策完了扱い
※事故率
自然減

R1新規
対策完了扱い
※事故率
自然減

2 2 福島河川国道事務所 4 本宮市荒井（荒井交差点） 交差点 R2 ● 268.5 235.0 251.8 201.4 201.4 335.7 0 0 0 0 ●
3 3 福島河川国道事務所 4 本宮市荒井（本宮ＩＣ入口交差点） 交差点 R2 ● 100.7 134.3 151.1 134.3 201.4 201.4 1 0 2 1 ●
8 8 福島河川国道事務所 4 本宮市本宮字花町（塩田交差点） 交差点 H30 ● 285.3 285.3 302.1 469.9 134.3 268.5 0 0 0 0 ●
9 9 福島河川国道事務所 4 本宮市本宮字万世（（仮）郡山北警察署本宮分庁舎南交差点） 交差点 H30 ● 117.5 117.5 83.9 268.5 0.0 0.0 0 0 2 1 ●
15 15 福島河川国道事務所 4 安達郡大玉村大山（大山東交差点） 交差点 H27 ● 219.6 274.5 274.5 365.9 219.6 73.2 1 0 2 2 ●
17 17 福島河川国道事務所 4 二本松市杉田町1丁目（杉田交差点） 交差点 ● 146.4 128.1 109.8 146.4 73.2 0.0 0 0 0 0 ● ●
18 18 福島河川国道事務所 4 二本松市杉田三丁目（単路（中分開き）） 交差点 H24 ● 0.0 18.3 18.3 0.0 73.2 0.0 1 0 1 1 ●
22 22 福島河川国道事務所 4 二本松市油井（油井交差点） 交差点 H24 ● 195.7 176.2 215.3 391.5 78.3 234.9 0 0 0 0 ●
23 23 福島河川国道事務所 4 福島市伏拝（伏拝交差点） 交差点 H25 ● 303.0 257.6 242.4 303.0 60.6 303.0 0 1 1 1 ●
25 25 福島河川国道事務所 4 福島市黒岩（黒岩交差点） 交差点 H28 ● 212.1 212.1 197.0 242.4 181.8 303.0 0 1 1 1 ●
28 28 福島河川国道事務所 4 福島市鳥谷野～福島市鳥谷野（（仮）宮畑交差点） 交差点 H26 ● 106.1 75.8 90.9 60.6 0.0 121.2 0 0 0 0 ●
30 30 福島河川国道事務所 4 福島市鳥谷野（鳥谷野交差点【鳥谷野南】） 交差点 R4 ● 303.0 348.5 303.0 242.4 424.2 303.0 0 0 3 2 ● ●
33 33 福島河川国道事務所 4 福島市渡利（渡利弁天山交差点） 交差点 H21 ● 197.0 151.5 75.8 181.8 121.2 0.0 0 0 2 1 ●
38 38 福島河川国道事務所 4 福島市舟場町（舟場町交差点） 交差点 H25 ● 193.6 211.2 193.6 70.4 281.6 0.0 0 0 0 0 ●
41 41 福島河川国道事務所 4 福島市仲間町（仲間町交差点） 交差点 H25 ● 118.5 84.6 101.6 135.4 0.0 203.1 0 0 1 1 ●
47 47 福島河川国道事務所 4 福島市松山町～福島市松山町 単路 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ● ●
54 54 福島河川国道事務所 4 福島市本内（（仮）松川橋北交差点（信夫ヶ丘競技場入口交差点改良と一体））交差点 H26 ● 248.3 293.5 225.8 270.9 270.9 180.6 1 0 2 1 ●
63 63 福島河川国道事務所 4 福島市鎌田～福島市鎌田 単路 H26 ● 130.0 97.5 130.0 130.0 0.0 130.0 0 0 0 0 ●
64 64 福島河川国道事務所 4 福島市鎌田（北幹線東入口交差点） 交差点 H27 ● 609.5 496.7 587.0 812.7 180.6 993.3 0 0 1 1 ●
70 70 福島河川国道事務所 4 伊達市宮前～伊達市宮前 単路 H26 ● 44.7 22.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
71 71 福島河川国道事務所 4 伊達市広前（伊達交差点） 交差点 R3 ● 180.6 158.0 112.9 0.0 90.3 180.6 0 0 0 0 ●
72 72 福島河川国道事務所 4 伊達市原島（（仮）北部自動車学校入口交差点） 交差点 H26 ● 201.9 80.8 80.8 161.6 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
82 82 福島河川国道事務所 4 伊達郡国見町大字塚野目（藤田病院入口交差点） 交差点 ● 40.4 121.2 121.2 0.0 484.7 0.0 1 0 1 1 ●
85 85 福島河川国道事務所 4 伊達郡国見町石母田～伊達郡国見町貝田 交差点 R3 ● 285.9 171.5 228.7 228.7 0.0 228.7 0 0 1 1 ●
86 86 福島河川国道事務所 13 福島市上町【（仮）上町交差点】 交差点 H27 ● 90.3 22.6 22.6 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
87 87 福島河川国道事務所 13 福島市上町（福島警察署前交差点【大町】） 交差点 R1 ● 180.5 90.3 112.8 180.5 0.0 180.5 0 1 0 1 ●
90 90 福島河川国道事務所 13 福島市本町（あづま陸橋東交差点） 交差点 H23 ● 180.5 157.9 112.8 0.0 180.5 180.5 0 1 1 1 ●
94 94 福島河川国道事務所 13 福島置賜町（（仮）第２清水ビル前交差点） 交差点 H25 ● 67.7 67.7 45.1 0.0 90.3 0.0 0 0 0 0 ●
101 101 福島河川国道事務所 13 福島市御山～福島市御山 単路 ● 150.2 75.1 37.5 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ● ●
102 102 福島河川国道事務所 13 福島市御山（信夫山トンネル北交差点） 交差点 R1 ● 133.8 153.0 133.8 76.5 229.4 153.0 0 0 1 1 ●
107 107 福島河川国道事務所 13 福島市御山（（仮）中川原交差点） 交差点 R3 ● 133.8 133.8 133.8 305.9 0.0 153.0 0 0 0 0 ●
110 110 福島河川国道事務所 13 福島市御山（壁谷沢交差点） 交差点 H29 ● 191.2 172.1 114.7 153.0 76.5 76.5 0 0 1 1 ●
111 111 福島河川国道事務所 13 福島市南矢野目（西道路入口交差点） 交差点 H23 ● 95.6 114.7 114.7 153.0 76.5 0.0 0 0 0 0 ●
113 113 福島河川国道事務所 13 福島市北矢野目（北矢野目交差点） 交差点 H26 ● 256.0 204.8 179.2 102.4 409.6 102.4 1 0 1 1 ●
117 117 福島河川国道事務所 13 福島市飯坂町平野（福島北警察署入口交差点【北農協会館入口】） 交差点 H24 ● 307.2 256.0 332.8 102.4 204.8 512.0 1 0 2 1 ●
120 120 福島河川国道事務所 13 福島市飯坂町平野（飯坂町平野交差点） 交差点 H30 ● 330.0 220.0 110.0 293.3 0.0 0.0 0 0 1 1 ●
121 121 福島河川国道事務所 13 福島市飯坂町平野（飯坂町井野目交差点） 交差点 H24 ● 157.3 235.9 235.9 629.2 314.6 0.0 1 0 1 1 ●
127 127 福島河川国道事務所 13 福島市天神町（谷地北交差点） 交差点 H28 ● 145.7 145.7 124.9 249.8 166.6 83.3 2 0 2 2 ●
132 132 福島河川国道事務所 13 福島市御山（中琵琶渕交差点） 交差点 R1 ● 166.6 104.1 62.5 83.3 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
135 135 福島河川国道事務所 13 福島市南矢野目（清水支所西入口交差点） 交差点 H25 ● 124.9 83.3 20.8 0.0 83.3 0.0 0 0 0 0 ●
139 139 福島河川国道事務所 13 福島市北矢野目（（仮）カワチ前交差点） 交差点 H25 ● 261.8 196.4 98.2 130.9 0.0 130.9 0 0 1 0 ●
142 142 福島河川国道事務所 13 福島市飯坂町南矢野目【桜内交差点】 交差点 H28 ● 98.2 32.7 32.7 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
154 5 郡山国道事務所 4 白河市南真舟（南真舟交差点） 交差点 ● 145.9 116.7 87.6 0.0 233.5 0.0 0 0 0 0 ● ●
158 9 郡山国道事務所 4 白河市金勝寺（金勝寺交差点） 交差点 H25 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
161 12 郡山国道事務所 4 白河市薄葉（薄葉交差点） 交差点 ● 83.3 138.9 222.2 0.0 222.2 333.4 0 0 0 0 ● ●
174 25 郡山国道事務所 4 岩瀬郡鏡石町境（鏡石中央西交差点） 交差点 R1 ● 57.6 86.3 115.1 115.1 115.1 230.2 0 1 0 1 ●
186 37 郡山国道事務所 4 須賀川市池下（池下交差点） 交差点 H24 ● 151.1 164.9 123.6 164.9 109.9 55.0 0 1 0 1 ●
207 58 郡山国道事務所 4 郡山市安積四丁目（安積四丁目交差点） 交差点 H27 ● 308.1 282.5 333.8 308.1 102.7 308.1 0 1 0 1
209 60 郡山国道事務所 4 郡山市安積二丁目（安積二丁目交差点） 交差点 H23 ● 128.4 77.0 77.0 0.0 0.0 102.7 0 0 0 0
218 69 郡山国道事務所 4 郡山市図景一丁目（図景一丁目交差点） 交差点 H27 ● 302.9 233.0 209.7 279.6 0.0 186.4 0 0 1 1
221 72 郡山国道事務所 4 郡山市堂前町（文化通り交差点） 交差点 H21 ● 263.4 153.6 153.6 175.6 0.0 175.6 0 1 0 1
223 74 郡山国道事務所 4 郡山市堂前町（堂前町交差点） 交差点 H21 ● 87.8 43.9 43.9 87.8 0.0 0.0 0 0 1 1
227 78 郡山国道事務所 4 郡山市清水台二丁目（郡山駅入口交差点（福島側）） 交差点 H21 ● 548.7 548.7 417.0 263.4 526.8 351.2 0 1 0 1
231 82 郡山国道事務所 4 郡山市若葉町～郡山市冨久山町 単路 H21 ● 33.9 22.6 22.6 0.0 45.3 0.0 1 0 1 1
236 87 郡山国道事務所 4 郡山市富久山町（勝木沢交差点） 交差点 H26 ● 132.9 186.0 212.6 106.3 212.6 212.6 0 0 0 0
239 90 郡山国道事務所 4 郡山市富久山町（経堂交差点） 交差点 H25 ● 159.4 106.3 79.7 106.3 106.3 0.0 0 0 0 0
245 96 郡山国道事務所 49 石川郡平田村大字上蓬田（遅沢交差点～上蓬田交差点） 交差点 H24 ● 214.8 193.4 128.9 343.7 85.9 0.0 0 0 1 1 ●
249 100 郡山国道事務所 49 郡山市田村町田母神（闇沢～田母神交差点） 交差点 H25 ● 16.0 24.0 24.0 0.0 64.1 32.0 0 0 1 0 ●
250 101 郡山国道事務所 49 郡山市田村町～郡山市田村町 単路 H25 ● 11.9 11.9 11.9 47.6 0.0 0.0 0 0 1 1 ●
259 110 郡山国道事務所 49 郡山市田村町（山中交差点） 交差点 R1 ● 0.0 85.5 85.5 0.0 342.1 0.0 0 0 0 0 ●
289 140 郡山国道事務所 49 郡山市富田町（貨物ターミナル出口） 交差点 H24 ● 40.4 40.4 40.4 0.0 0.0 161.6 0 0 0 0 ●
291 142 郡山国道事務所 49 郡山市喜久田町（喜久田駅入口交差点） 交差点 H30 ● 80.8 80.8 80.8 161.6 0.0 161.6 0 0 0 0 ●
293 144 郡山国道事務所 49 郡山市熱海町（安子島駅入口交差点） 交差点 H22 ● 191.9 144.0 144.0 0.0 0.0 191.9 0 0 0 0 ●
294 145 郡山国道事務所 49 郡山市熱海町（山ノ下交差点） 交差点 H24 ● 383.9 287.9 191.9 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
303 154 郡山国道事務所 49 耶麻郡猪苗代町大字磐根（西久保交差点） 交差点 H29 ● 0.0 0.0 68.9 0.0 0.0 275.6 0 0 0 0 ●
307 158 郡山国道事務所 49 会津若松市河東町（道上～八田歩道橋交差点） 交差点 H25 ● 469.3 312.9 234.6 625.7 312.9 0.0 0 0 0 0 ●
310 161 郡山国道事務所 49 会津若松市河東町（高塚団地入口交差点） 交差点 H23 ● 328.7 182.6 255.7 438.3 0.0 438.3 0 0 0 0 ●
311 162 郡山国道事務所 49 会津若松市鶴賀町（居合団地入口交差点） 交差点 H25 ● 363.3 363.3 302.8 242.2 363.3 0.0 1 0 4 4 ●
322 173 郡山国道事務所 49 会津若松市神指町（東神指交差点） 交差点 H27 ● 133.6 133.6 133.6 0.0 267.1 267.1 0 0 0 0 ●
325 176 郡山国道事務所 49 河沼郡会津坂下町字上口（緑町交差点） 交差点 H29 ● 407.5 458.4 611.2 611.2 407.5 611.2 0 0 1 1 ●
327 178 郡山国道事務所 49 河沼郡会津坂下町字古町川尻（茶屋町～坂下警察署前交差点） 交差点 H29 ● 203.7 101.9 101.9 0.0 203.7 203.7 1 0 1 1 ●
328 179 郡山国道事務所 49 河沼郡会津坂下町字中岡（新富町交差点） 交差点 ● 152.8 203.7 152.8 203.7 203.7 0.0 0 0 1 1 ● ●
330 181 郡山国道事務所 49 河沼郡会津坂下町大字坂本（会津坂下IC交差点） 交差点 H28 ● 222.9 222.9 278.6 0.0 222.9 445.7 0 1 0 1 ●
333 184 郡山国道事務所 49 耶麻郡西会津町大字宝坂～耶麻郡西会津町大字宝坂 単路 H28 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
362 3 磐城国道事務所 6 いわき市勿来町四沢字清水 単路 H28 ● 26.2 13.1 26.2 0.0 52.3 52.3 0 0 0 0 ●
367 8 磐城国道事務所 6 いわき市小浜町東ノ作（小浜漁港入口交差点） 交差点 R4 ● 355.7 263.5 144.9 263.5 0.0 105.4 0 0 1 1 ●
368 9 磐城国道事務所 6 いわき市小名浜林城（林城交差点） 交差点 R1 ● 316.2 276.7 276.7 421.6 158.1 421.6 0 0 1 0 ●
370 11 磐城国道事務所 6 いわき市鹿島町飯田（飯田交差点） 交差点 R3 ● 355.7 316.2 303.0 263.5 210.8 368.9 0 1 0 1 ● ●
371 12 磐城国道事務所 6 いわき市平中神谷（六十枚入口交差点） 交差点 H26 ● 251.3 223.4 139.6 335.1 223.4 0.0 0 0 0 0 ●
372 13 磐城国道事務所 6 いわき市平下神谷字馬洗（馬洗交差点） 交差点 H26 ● 27.9 27.9 83.8 0.0 0.0 223.4 0 0 0 0 ●
377 18 磐城国道事務所 6 いわき市平下神谷字御城（草野交差点） 交差点 R5 ● 418.9 363.0 390.9 335.1 223.4 558.5 0 0 2 1 ●
378 19 磐城国道事務所 6 いわき市平下神谷字出口 単路 R3 ● 187.2 249.6 249.6 374.4 312.0 62.4 0 0 0 0 ●
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379 20 磐城国道事務所 6 いわき市平下神谷字出口（出口交差点） 交差点 R3 ● 111.7 55.8 139.6 111.7 0.0 335.1 0 1 0 1 ●
383 24 磐城国道事務所 6 いわき市四倉町字上仁井田字北姥田（北姥田東交差点） 交差点 ● 307.2 279.2 279.2 446.8 223.4 111.7 0 0 2 2 ● ●
385 26 磐城国道事務所 6 いわき市四倉町東一丁目（四倉駅入口交差点） 交差点 R5 ● 363.0 474.7 418.9 893.5 446.8 335.1 0 1 1 2 ● ●
391 32 磐城国道事務所 6 いわき市小名浜住吉字冠木（住吉交差点） 交差点 H29 ● 52.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0
397 38 磐城国道事務所 6 いわき市常磐下船尾町字古内（下船尾交差点） 交差点 H26 ● 465.2 465.2 465.2 232.6 348.9 465.2 0 1 2 2
402 43 磐城国道事務所 6 いわき市常磐下船尾町字宮下（常磐交番前交差点） 交差点 ● 145.4 203.5 174.4 116.3 465.2 116.3 0 1 0 1
408 49 磐城国道事務所 6 いわき市常磐関船町字上関 単路 H26 ● 116.3 101.8 58.1 58.1 116.3 0.0 0 0 0 0
415 56 磐城国道事務所 6 いわき市常磐湯本町字向田 単路 H28 ● 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0
437 78 磐城国道事務所 6 いわき市平字正内町（正内町交差点） 交差点 H22 ● 573.9 478.3 406.5 573.9 191.3 382.6 0 0 0 0
445 86 磐城国道事務所 6 いわき市平塩字塩（平塩交差点） 交差点 H27 ● 226.4 207.5 169.8 226.4 226.4 0.0 0 0 4 1
448 89 磐城国道事務所 6 双葉郡広野町大字下北迫字岩作（火の口交差点） 交差点 H24 ● 52.6 60.1 52.6 90.2 30.1 30.1 0 0 0 0 ●
456 97 磐城国道事務所 6 双葉郡大熊町大字熊字熊町（熊町郵便局前交差点） 交差点 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
461 102 磐城国道事務所 6 浪江町幾世橋字一里壇（地蔵前交差点） 交差点 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ● ●
463 104 磐城国道事務所 6 浪江町幾世橋字六反田（知命寺交差点） 交差点 H22 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
466 107 磐城国道事務所 6 南相馬市原町区雫字聖下 単路 H24 ● 20.9 46.1 92.2 0.0 184.4 184.4 0 0 0 0 ●
468 109 磐城国道事務所 6 南相馬市原町区北原字中谷地（沢目交差点） 交差点 H21 ● 138.3 138.3 92.2 184.4 0.0 0.0 0 0 1 0 ●
474 115 磐城国道事務所 6 南相馬市原町区高見町二丁目（市立病院前交差点） 交差点 H20 ● 599.2 414.8 276.5 368.7 0.0 184.4 0 0 0 0 ●
478 119 磐城国道事務所 6 南相馬市鹿島区江垂字柚原（柚原交差点） 交差点 H24 ● 104.6 52.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
479 120 磐城国道事務所 6 相馬市日下岩字鬼越迫～相馬市日下岩字赤木 単路 H22 ● 90.2 54.1 72.2 72.2 0.0 72.2 0 0 0 0 ●
483 124 磐城国道事務所 6 相馬市百槻字的場～相馬市中村字砂子田 単路 H28 ● 199.9 155.5 133.3 88.9 0.0 88.9 0 0 0 0
495 136 磐城国道事務所 49 いわき市好間町北好間字向町田（向町田交差点） 交差点 R6 ● 215.8 251.8 251.8 0.0 287.8 143.9 0 0 0 0 ● ●
496 137 磐城国道事務所 49 いわき市好間町北好間字向町田（いわき中央IC入口交差点） 交差点 H26 ● 467.6 431.7 359.7 575.5 143.9 287.8 0 0 0 0 ●
497 138 磐城国道事務所 49 いわき市好間町上好間字岸前～いわき市好間町上好間字岸 単路 R3 ● 91.3 68.5 91.3 182.6 0.0 91.3 0 0 0 0 ●
498 139 磐城国道事務所 49 いわき市好間町上好間字岸前～いわき市好間町上好間字稲荷原 単路 R3 ● 114.1 114.1 68.5 91.3 0.0 91.3 0 0 0 0 ●
334 185 郡山国道事務所 49 河沼郡柳津町大字藤～耶麻郡西会津町大字睦合 単路 R4 ● 23.3 23.3 11.6 46.5 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
335 186 郡山国道事務所 4 西白河郡泉崎村大字踏瀬～西白河郡泉崎村大字踏瀬 単路 R4 ● 14.5 14.5 14.5 0.0 0.0 58.2 0 0 0 0 ●
502 143 磐城国道事務所 6 いわき市久之浜町久之浜字北田～字館 単路 H29 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0
503 144 磐城国道事務所 6 双葉郡大熊町大字小入野 交差点 ● 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ● ●
143 143 福島河川国道事務所 13 福島市飯坂町平野字久根際内（（仮）飯坂町久根際交差点） 交差点 H30 ● 110.0 183.3 183.3 146.7 586.6 0.0 0 0 0 0 ●
144 144 福島河川国道事務所 13 福島市飯坂町平野字原（（仮）飯坂町原交差点） 交差点 H30 ● 235.9 157.3 157.3 314.6 0.0 314.6 0 0 0 0 ●
145 145 福島河川国道事務所 13 福島市東中央三丁目 交差点 ● 133.9 133.9 89.2 0.0 178.5 0.0 0 0 0 0 ● ●
146 146 福島河川国道事務所 4 伊達市鍛冶屋川～伊達市坂ノ上 単路 H30 ● 90.8 68.1 90.8 90.8 0.0 181.6 0 0 1 1 ●
147 147 福島河川国道事務所 4 伊達郡桑折町谷地（（仮）福島北警察署桑折分庁舎前交差点） 交差点 H30 ● 282.7 323.1 323.1 323.1 161.6 484.7 1 1 2 3 ●
148 148 福島河川国道事務所 13 福島市大森（大森街道端交差点） 交差点 H30 ● 124.9 41.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
149 149 福島河川国道事務所 4 二本松市榎戸（安達ケ原入口交差点） 交差点 H26 ● 215.3 137.0 176.2 234.9 78.3 234.9 0 0 0 0 ●
352 204 郡山国道事務所 4 西白河郡西郷村大字小田倉字飯豊21番地1(飯豊交差点) 交差点 ● 116.7 145.9 145.9 0.0 116.7 233.5 0 1 0 1 ● ●
353 205 郡山国道事務所 4 西白河郡西郷村字裏山南（石塚北交差点） 交差点 ● 116.7 116.7 87.6 116.7 116.7 0.0 0 0 1 1 ● ●
354 206 郡山国道事務所 49 郡山市田村町谷田川字上ノ坪 交差点 R3 ● 71.2 71.2 213.7 0.0 0.0 569.8 0 0 0 0 ●
355 207 郡山国道事務所 49 郡山市字山崎89番地4(香久池二丁目交差点) 交差点 ● 103.1 103.1 103.1 137.5 0.0 275.0 0 0 0 0 ● ●
356 208 郡山国道事務所 49 郡山市富田町字池ノ下36番地1(愛宕前交差点) 交差点 ● 132.6 110.5 66.3 88.4 0.0 88.4 0 0 0 0 ● ●
357 209 郡山国道事務所 49 耶麻郡猪苗代町大字山潟～耶麻郡猪苗代町大字山潟 単路 R4 ● 95.5 66.8 66.8 38.2 0.0 76.4 0 1 2 3 ● ●

358 210 郡山国道事務所 49 耶麻郡猪苗代町大字長田字村前1～耶麻郡猪苗代町大字三ツ和字波波帰目1126番地1交差点 ● 275.6 275.6 137.8 275.6 275.6 0.0 0 0 0 0 ● ●
359 211 郡山国道事務所 49 会津若松市一箕町大字鶴賀字船ヶ森77番地2(松窪入口交差点) 交差点 ● 336.9 294.8 294.8 336.9 0.0 336.9 0 0 0 0 ● ●
504 145 磐城国道事務所 6 南相馬市原町区下高平 交差点 R3 ● 209.3 52.3 52.3 209.3 0.0 0.0 0 0 0 0 ●
506 磐城国道事務所 49 いわき市三和町合戸 単路 ● 0.0 22.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0 1 0 ● ●
505 磐城国道事務所 6 いわき市平中神谷前河原町 交差点 ● 132.1 113.2 75.5 75.5 150.9 75.5 0 0 1 1

郡山国道事務所 4 白河市女石（女石交差点） 交差点 R6 ● 83.3 166.7 138.9 111.1 444.5 0.0 0 0 0 0 ● ●
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福島県道路交通環境安全推進連絡会議会則

第１条 名称

本会議は、「福島県道路交通環境安全推進連絡会議」（以下「推進連絡会議」と

いう。）と称する。

第２条 目的

推進連絡会議は、福島県内における安全な道路交通環境を着実に形成していく

ため、警察と各道路管理者が連携を図りながら、安全で円滑な道路交通環境の整

備のための主要施策についての計画、実施、評価の各段階における連携の調整、

また地域住民等への広報及び地域住民等の道路交通環境に関する意見を主要施策

に反映させることを目的とする。

第３条 適用範囲

推進連絡会議における適用範囲は、交通安全の長期計画に基づく施策や、福島

県警察及び道路管理者が連携して実施する施策の他、福島県の交通状況を踏まえ

緊急に実施する事項を対象とし、その内容は次のとおりとする。

・幹線道路における事故多発地点の解消

・生活道路における暮らしの安全の確保

・わかりやすい道路標識の整備

・住民の参画による安全な道路交通環境整備

・重大事故の再発防止

第４条 構成

（１）推進連絡会議の構成は以下のとおりとする。

福島県 警察本部 交通規制課長

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所長

郡山国道事務所長

磐城国道事務所長

福島県 生活環境部 生活交通課長

土木部 道路計画課長

道路整備課長

まちづくり推進課長

（２）推進連絡会議には議長を置く。

第５条 運営

推進連絡会議の議長は福島県警察本部交通規制課長と国土交通省福島河川国道

事務所長が懸案毎に担当することとし、会議を招集し主宰する。

資料－５
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第６条 事務局

（１）推進連絡会議には事務局、及び事務局会議を設置する。

（２）事務局は福島県警察本部交通規制課、及び国土交通省福島河川国道事務

所 道路管理課に置き共同でその任にあたるものとする。

（３）事務局会議の構成は以下のとおりとする。

福島県 警察本部 交通企画課 課長補佐

交通規制課 課長補佐

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所 道路管理課長

郡山国道事務所 交通対策課長

磐城国道事務所 管理課長

福島県 生活環境部 生活交通課 主任主査

土木部 道路計画課 主任主査

道路整備課 主任主査

まちづくり推進課 主任主査

第７条 アドバイザー会議

（１）必要に応じて、主要施策の実施に関する技術的助言、効果評価に関する

指導、助言、新規施策に関する助言等を受けることを目的に、推進連絡会

議に学識経験者、関係団体の代表等からなるアドバイザー会議を設置する

ものとする。また、必要に応じてアドバイザー会議の構成員に推進連絡会

議への出席を求めることができる。なお、アドバイザー会議及び推進連絡

会議への参加は、議長が招集する。

（２）アドバイザー会議の構成は別紙のとおりとする。

第８条 道路交通環境安全調査委員会

推進連絡会議に学識経験者、専門家等からなる道路交通環境安全調査委員会（以

下「調査委員会」という。）を設置する。

（１）「調査委員会」は、次の事項を行うものとする。

１）社会的に大きな影響を与える重大事故が発生した際に、速やかに当該

箇所の事故発生の要因について調査し、分析し、道路交通環境の改善策

の立案等を行う。

２）事故多発地点、交通渋滞、その他問題点及び将来問題となることが予

想される地点で、特に高度な技術的解決を必要とするものを取り上げ、

実地調査と、必要な調査研究を行い対策案をまとめるものとする。

（２）「調査委員会」の構成及び招集時期は、重大事故の内容及び状況により、

連絡会議の議長がその都度構成員を選任し、招集する。

（３）推進連絡会議は、「調査委員会」等から詳細調査、分析結果、改善策の

立案等の報告、提供を受ける。



- 3 -

第９条 地区別推進連絡会議

（１）推進連絡会議で詳細な調査・検討を行う必要が生じた場合には、地区（福

島、郡山、いわき）別推進連絡会議を設置し調査検討できるものとする。

（２）地区別の範囲は直轄国道事務所管内とする。

（３）地区別推進連絡会議の事務局は直轄国道事務所に置くものとする。

（４）地区別推進連絡会議の構成は、検討事案が該当する地区の所轄警察署及

び各道路管理者とし、検討事案の内容により、その都度事務局が判断し関

係機関を招集する。

第１０条 その他

推進連絡会議及び事務局会議に関係市町村その他関係機関の出席を求めるこ

とができる。

（附則） この会則は、平成１３年９月１８日から施行する。

この会則は、平成１４年９月３日から施行する。

（第４条・第６条組織名称変更）

この会則は、平成１５年８月８日から施行する。

（第４条～第６条組織名称変更）

この会則は、平成２０年７月８日から施行する。

（第３条～第６条組織名称等変更、第９条方部別推進連絡会議追加）

この会則は、平成２２年１１月２４日から施行する。

（第７条 別紙アドバイザー会議構成変更）

この会則は、平成２４年 ３月 ６日から施行する。

（第６条組織名称変更、第７条 別紙アドバイザー会議構成変更）

この会則は、平成２７年 ９月３０日から施行する。

（第５条組運営の変更、第７条 別紙アドバイザー会議構成変更）

この会則は、平成２９年１２月２６日から施行する。

（第７条別紙 名称変更、第９条 名称変更）

この会則は、平成３０年１１月２２日から施行する。

（第７条別紙 名称変更）

この会則は、令和元年１２月２６日から施行する。

（第７条別紙 名称変更）
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別 紙

福島県道路交通環境安全推進連絡会議

アドバイザー会議

福島大学 共生システム理工学類 教 授 永幡 幸司

日本大学 工学部土木工学科 教 授 堀井 雅史

福島工業高等専門学校 都市システム工学科 教 授 緑川 猛彦

福島民報社 社会部 部長

福島民友新聞社 編集局次長

福島県交通安全協会 専務理事

福島県バス協会 専務理事

福島県トラック協会 専務理事

一般社団法人 日本自動車連盟福島支部 事務所長

福島県ＰＴＡ連合会 会長

福島県交通安全母の会連絡協議会 会長

ふくしまＮＰＯネットワークセンター 理事長
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福島県道路交通環境安全推進連絡会議会則

修正内容一覧表

第７条別紙 名称変更

【旧】

福島民報社 編集局次長

【新】

福島民報社 社会部 部長


